
緊急時はすぐに
119番で救急車を
呼びましょう!

　「
か
ぜ
か
な
ぁ…

」。「
首
を
寝
違

え
ち
ゃ
っ
た
か
な
ぁ…

」。「
血
圧
が

少
し
高
い
わ
」。
こ
う
し
た
比
較
的

症
状
が
軽
い「
軽
症
」の
と
き
な
ど
、

こ
れ
ま
で
の
自
分
の
健
康
状
態
を
知

っ
て
い
る
お
医
者
さ
ん
が
い
れ
ば
、

気
軽
に
病
気
や
け
が
の
相
談
が
で
き

ま
す
。
こ
う
し
た
日
常
の
健
康
を
見

守
っ
て
く
れ
る
お
医
者
さ
ん
が「
か

か
り
つ
け
医（
歯
科
医
）」で
す
。

　
も
し
、
詳
し
い
検
査
、
入
院
や
手

術
が
必
要
な
場
合
は
、
よ
り
専
門
的

な
治
療
が
受
け
ら
れ
る
病
院
を
紹
介

し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
こ

れ
ま
で
の
病
気
の
経
過
な
ど
の
情
報

（
診
療
情
報
）を
紹
介
状
と
し
て
用
意

し
て
く
れ
る
の
で
、
紹
介
先
の
病
院

は
す
ぐ
に
適
切
な
治
療
が
始
め
ら
れ

る
の
で
す
。

　
か
か
り
つ
け
医（
歯
科
医
）か
ら
の

紹
介
患
者
に
、
専
門
的
な
治
療
を
行

う
病
院
で
す
。

　
精
密
検
査
、
入
院
や
手
術
な
ど
、

病
状
が
安
定
す
る
よ
う
専
門
的
な
治

療
を
行
い
、
一
日
も
早
く
か
か
り
つ

け
医
に
戻
す
役
割
を
担
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
す
で
に
済
生
会
川
口

総
合
病
院
が
移
行
し
て
い
ま
す
。

　
専
門
的
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行
う
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ち
時
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る
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方
で
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一
人
の
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け
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れ
る
時
間
が
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限
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れ
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ば
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り
で
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く
、
急
病
や
大
け
が
な

ど
の「
重
症
」、
命
に
関
わ
る「
重
篤
」

患
者
へ
の
治
療
が
、
手
遅
れ
に
な
る

事
態
が
起
こ
り
か
ね
ま
せ
ん
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症
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が
身
に
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て
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え
て
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た
だ
く
と
、
地
域
の
医
療
機
関
が
役

割
を
分
担
し
、
症
状
に
応
じ
た
最
適

な
治
療
が
で
き
る
よ
う
支
え
あ
う
仕

組
み
が
、
自
分
や
家
族
、
他
の
か
た

に
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っ
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切
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あ
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と
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て
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た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

お近くの診療所など
（かかりつけ医）
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精密な検査

地域医療支援病院

か
か
り
つ
け
医
と
は

地
域
医
療
支
援
病
院
と
は

皆
さ
ん
の
健
康
へ
の
不
安
を
少
し
で
も
早
く
解
消
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
医
療
機
関

が
、
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
、
健
康
・
安
心
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
か
を
、
医
療

セ
ン
タ
ー
の「
地
域
医
療
支
援
病
院
」移
行
の
情
報
と
と
も
に
特
集
し
ま
す
。

〝
支
え
あ
う
〞

〜
日
ご
ろ
の
安
心
は 

か
か
り
つ
け
医
か
ら
〜

川口市立
医療センター4 1 地域医療支援病院移行

特　集

まずは
かかりつけ医

医療センターを受診するかたへ

「紹介状」をお持ちください
　紹介状は、これまでの病気やけがの治療経過、検査画像、飲んでいる薬など、かかりつ
け医がお持ちの診療情報が分かる、とても大切なものです。
　紹介状があれば、問診、お薬チェックなどの時間が短くなり、放射線を使った画像検査
も減らせるので、時間、費用、体への負担が大きく減ります。治療も速やかに始められます。

選定療養費のご案内
　地域医療支援病院への移行に伴い、公的医療保険負担がある初診料・再診料のほかに、国の規定により、
保険対象外の診療として初診時・再診時選定療養費の負担が必要になります。

当センターが紹介を申し出た医療機関の受診を
希望せず引き続き当センターを受診する場合

　急な病気やけがのとき、かかりつけ医の診療が終わっていることもあります。そんなときは、＃７１１９（埼玉
県救急電話相談）をご利用ください。子どもの相談、大人の相談、医療機関案内の３つの区分について、家
庭での対処方法や医療機関受診の必要性などを、看護師が24時間365日、相談を受けています。

■初診時選定療養費
かかりつけ医などの紹介がなく受診する場合
※小児科、産婦人科を除く

区分 初診時 再診時

医科

歯科

5,400円

3,240円

2,700円

1,620円■再診時選定療養費

紹介状

お医者さんに行くべきか迷ったら、まず相談 !!
埼玉県の
救急電話相談

ダイヤル回線・IP 電話・PHS・都県境の地域でのご利用は　☎048-824-4199

このような相談はお受けできません

24時間
相談対応
年中無休# 7 1 1 9

× 医薬品の使用方法などの相談

× 健康相談 × 介護相談 × 育児相談 × 身の上相談

× 病気の治療方針の相談

＃7119 問い合わせ　埼玉県保健医療部 医療整備課　TEL：048-830-3559  FAX:048-830-4802

問い合わせ　川口市立医療センター　A048-287-2525

保存版

※次の場合は、当センターを受診中、または受診歴があっても紹介状をお持ちください。
•新たな病気やけが
•治療が終わった同じ病気やけがの新たな受診
•当センターからかかりつけ医などへ紹介した継続治療・経過観察中の受診

※平成30年4月1日から
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　我が国の救急医療は、症状の度合
いに応じ、軽症患者は診療所等（一次
救急・かかりつけ医）が、入院を要す
る重症患者は中核病院（二次救急）が、
生命の危機が切迫している重篤患者は
救命救急センターを設置する基幹病院
（三次救急）が機能分担する、重層的
な体制を基本的なシステムとしています。
　この中で、医療センターが本来担う
のは、二次・三次救急医療であり、緊急
性の高い患者治療を優先するため、地

域医療支援病院に移行させるものです。
　これからは、かかりつけ医からの紹
介患者さんを、これまで以上に積極的
に受け入れるとともに、かかりつけ医の
もとで経過を診ていただけるよう、一刻
も早く病状を安定させるため全力を挙
げて参ります。
　市民の皆さんには、地域の医療機
関が連携して切れ目のない良質な医療
を提供できますよう、ご理解とご協力を
よろしくお願いします。

　医療センターでは、医療機関からの紹介や、入院の
ご案内、がんをはじめとする各種相談など、患者・ご家
族をサポートする「患者支援センター」をオープンします。
　地域のケアマネジャーや訪問医、訪問看護師（ステー
ション）とも連携した在宅療養の支援や、リハビリテー
ション専門病院のご紹介など、病状が安定した後の療
養のご心配にもお応えします。
　医師、看護師、医療ソーシャルワーカー、臨床心理士
など、専門のスタッフがお待ちしています。

紹介の流れ

まずは
かかりつけ医

患者支援センターオープン
地域医療連携にご理解をNEWS!

お近くの
診療所など
（かかりつけ医）

医療センター

回復

総合受付
（1F1・2番窓口）

紹介・
予約確認など

患者支援センター
入院手続き・相談など

療養相談
医療相談
退院手続き・相談
など

回復に向けた療養
リハビリテーション病院

訪問医・訪問看護師（自宅）など

病状の安定にあわせて
適した療養をサポートします

診察・検査・治療・服薬

●精密な検査
●専門的な治療
●手術

●治療継続
●経過観察

症状が安定しても、リハビリや長期療養が必
要な場合もあります。「重症」治療が終わり退
院が決まっても、安心して療養が続けられる
よう、医療センターでは、入院中からその後の
より良い療養方法を、患者・ご家族と、相談さ
せていただきます。

治療・病状安定

比較的待ち時間が短く、
じっくり診察してくれます。

外来治療・入院治療

かかりつけ医のメリット

1

受診

紹介
予約

紹介

紹介

大病院のように頻繁に
担当医が変わることが
ないので安心です。

必要に応じて、
適切な専門医を紹介して
もらえます。（紹介）

専門治療を受けた後
（症状安定後）、かかりつけ医
が引き継ぎ、継続的に治療して
もらえます。（逆紹介）

地域で流行している
病気の情報がいち早く入るので、
適切な対応をしてもらえます。

2
3

4

5

総合受付

毎日の健康
身近な安心

再
来
受
付
機

１
・
２
番
窓
口

総合案内

タ
ク
シ
ー
乗
降
場

バ
ス
停

立
体
駐
車
場

↑

患者支援
センター

総
合
受
付

中
央
待
合
ホ
ー
ル

正
面
玄
関

川口薬剤師会
FAXコーナー

コーヒー
ショツプ

2018.3　広報かわぐち特集3 2018.3　広報かわぐち特集 2

　我が国の救急医療は、症状の度合
いに応じ、軽症患者は診療所等（一次
救急・かかりつけ医）が、入院を要す
る重症患者は中核病院（二次救急）が、
生命の危機が切迫している重篤患者は
救命救急センターを設置する基幹病院
（三次救急）が機能分担する、重層的
な体制を基本的なシステムとしています。
　この中で、医療センターが本来担う
のは、二次・三次救急医療であり、緊急
性の高い患者治療を優先するため、地

域医療支援病院に移行させるものです。
　これからは、かかりつけ医からの紹
介患者さんを、これまで以上に積極的
に受け入れるとともに、かかりつけ医の
もとで経過を診ていただけるよう、一刻
も早く病状を安定させるため全力を挙
げて参ります。
　市民の皆さんには、地域の医療機
関が連携して切れ目のない良質な医療
を提供できますよう、ご理解とご協力を
よろしくお願いします。

　医療センターでは、医療機関からの紹介や、入院の
ご案内、がんをはじめとする各種相談など、患者・ご家
族をサポートする「患者支援センター」をオープンします。
　地域のケアマネジャーや訪問医、訪問看護師（ステー
ション）とも連携した在宅療養の支援や、リハビリテー
ション専門病院のご紹介など、病状が安定した後の療
養のご心配にもお応えします。
　医師、看護師、医療ソーシャルワーカー、臨床心理士
など、専門のスタッフがお待ちしています。

紹介の流れ

まずは
かかりつけ医

患者支援センターオープン
地域医療連携にご理解をNEWS!

お近くの
診療所など
（かかりつけ医）

医療センター

回復

総合受付
（1F1・2番窓口）

紹介・
予約確認など

患者支援センター
入院手続き・相談など

療養相談
医療相談
退院手続き・相談
など

回復に向けた療養
リハビリテーション病院

訪問医・訪問看護師（自宅）など

病状の安定にあわせて
適した療養をサポートします

診察・検査・治療・服薬

●精密な検査
●専門的な治療
●手術

●治療継続
●経過観察

症状が安定しても、リハビリや長期療養が必
要な場合もあります。「重症」治療が終わり退
院が決まっても、安心して療養が続けられる
よう、医療センターでは、入院中からその後の
より良い療養方法を、患者・ご家族と、相談さ
せていただきます。

治療・病状安定

比較的待ち時間が短く、
じっくり診察してくれます。

外来治療・入院治療

かかりつけ医のメリット

1

受診

紹介
予約

紹介

紹介

大病院のように頻繁に
担当医が変わることが
ないので安心です。

必要に応じて、
適切な専門医を紹介して
もらえます。（紹介）

専門治療を受けた後
（症状安定後）、かかりつけ医
が引き継ぎ、継続的に治療して
もらえます。（逆紹介）

地域で流行している
病気の情報がいち早く入るので、
適切な対応をしてもらえます。

2
3

4

5

総合受付

毎日の健康
身近な安心

再
来
受
付
機

１
・
２
番
窓
口

総合案内

タ
ク
シ
ー
乗
降
場

バ
ス
停

立
体
駐
車
場

↑

患者支援
センター

総
合
受
付

中
央
待
合
ホ
ー
ル

正
面
玄
関

川口薬剤師会
FAXコーナー

コーヒー
ショツプ



2018.3　広報かわぐち特集3 2018.3　広報かわぐち特集 2

　我が国の救急医療は、症状の度合
いに応じ、軽症患者は診療所等（一次
救急・かかりつけ医）が、入院を要す
る重症患者は中核病院（二次救急）が、
生命の危機が切迫している重篤患者は
救命救急センターを設置する基幹病院
（三次救急）が機能分担する、重層的
な体制を基本的なシステムとしています。
　この中で、医療センターが本来担う
のは、二次・三次救急医療であり、緊急
性の高い患者治療を優先するため、地

域医療支援病院に移行させるものです。
　これからは、かかりつけ医からの紹
介患者さんを、これまで以上に積極的
に受け入れるとともに、かかりつけ医の
もとで経過を診ていただけるよう、一刻
も早く病状を安定させるため全力を挙
げて参ります。
　市民の皆さんには、地域の医療機
関が連携して切れ目のない良質な医療
を提供できますよう、ご理解とご協力を
よろしくお願いします。

　医療センターでは、医療機関からの紹介や、入院の
ご案内、がんをはじめとする各種相談など、患者・ご家
族をサポートする「患者支援センター」をオープンします。
　地域のケアマネジャーや訪問医、訪問看護師（ステー
ション）とも連携した在宅療養の支援や、リハビリテー
ション専門病院のご紹介など、病状が安定した後の療
養のご心配にもお応えします。
　医師、看護師、医療ソーシャルワーカー、臨床心理士
など、専門のスタッフがお待ちしています。

紹介の流れ

まずは
かかりつけ医

患者支援センターオープン
地域医療連携にご理解をNEWS!

お近くの
診療所など
（かかりつけ医）

医療センター

回復

総合受付
（1F1・2番窓口）

紹介・
予約確認など

患者支援センター
入院手続き・相談など

療養相談
医療相談
退院手続き・相談
など

回復に向けた療養
リハビリテーション病院

訪問医・訪問看護師（自宅）など

病状の安定にあわせて
適した療養をサポートします

診察・検査・治療・服薬

●精密な検査
●専門的な治療
●手術

●治療継続
●経過観察

症状が安定しても、リハビリや長期療養が必
要な場合もあります。「重症」治療が終わり退
院が決まっても、安心して療養が続けられる
よう、医療センターでは、入院中からその後の
より良い療養方法を、患者・ご家族と、相談さ
せていただきます。

治療・病状安定

比較的待ち時間が短く、
じっくり診察してくれます。

外来治療・入院治療

かかりつけ医のメリット

1

受診

紹介
予約

紹介

紹介

大病院のように頻繁に
担当医が変わることが
ないので安心です。

必要に応じて、
適切な専門医を紹介して
もらえます。（紹介）

専門治療を受けた後
（症状安定後）、かかりつけ医
が引き継ぎ、継続的に治療して
もらえます。（逆紹介）

地域で流行している
病気の情報がいち早く入るので、
適切な対応をしてもらえます。

2
3

4

5

総合受付

毎日の健康
身近な安心

再
来
受
付
機

１
・
２
番
窓
口

総合案内

タ
ク
シ
ー
乗
降
場

バ
ス
停

立
体
駐
車
場

↑

患者支援
センター

総
合
受
付

中
央
待
合
ホ
ー
ル

正
面
玄
関

川口薬剤師会
FAXコーナー

コーヒー
ショツプ

2018.3　広報かわぐち特集3 2018.3　広報かわぐち特集 2

　我が国の救急医療は、症状の度合
いに応じ、軽症患者は診療所等（一次
救急・かかりつけ医）が、入院を要す
る重症患者は中核病院（二次救急）が、
生命の危機が切迫している重篤患者は
救命救急センターを設置する基幹病院
（三次救急）が機能分担する、重層的
な体制を基本的なシステムとしています。
　この中で、医療センターが本来担う
のは、二次・三次救急医療であり、緊急
性の高い患者治療を優先するため、地

域医療支援病院に移行させるものです。
　これからは、かかりつけ医からの紹
介患者さんを、これまで以上に積極的
に受け入れるとともに、かかりつけ医の
もとで経過を診ていただけるよう、一刻
も早く病状を安定させるため全力を挙
げて参ります。
　市民の皆さんには、地域の医療機
関が連携して切れ目のない良質な医療
を提供できますよう、ご理解とご協力を
よろしくお願いします。

　医療センターでは、医療機関からの紹介や、入院の
ご案内、がんをはじめとする各種相談など、患者・ご家
族をサポートする「患者支援センター」をオープンします。
　地域のケアマネジャーや訪問医、訪問看護師（ステー
ション）とも連携した在宅療養の支援や、リハビリテー
ション専門病院のご紹介など、病状が安定した後の療
養のご心配にもお応えします。
　医師、看護師、医療ソーシャルワーカー、臨床心理士
など、専門のスタッフがお待ちしています。

紹介の流れ

まずは
かかりつけ医

患者支援センターオープン
地域医療連携にご理解をNEWS!

お近くの
診療所など
（かかりつけ医）

医療センター

回復

総合受付
（1F1・2番窓口）

紹介・
予約確認など

患者支援センター
入院手続き・相談など

療養相談
医療相談
退院手続き・相談
など

回復に向けた療養
リハビリテーション病院

訪問医・訪問看護師（自宅）など

病状の安定にあわせて
適した療養をサポートします

診察・検査・治療・服薬

●精密な検査
●専門的な治療
●手術

●治療継続
●経過観察

症状が安定しても、リハビリや長期療養が必
要な場合もあります。「重症」治療が終わり退
院が決まっても、安心して療養が続けられる
よう、医療センターでは、入院中からその後の
より良い療養方法を、患者・ご家族と、相談さ
せていただきます。

治療・病状安定

比較的待ち時間が短く、
じっくり診察してくれます。

外来治療・入院治療

かかりつけ医のメリット

1

受診

紹介
予約

紹介

紹介

大病院のように頻繁に
担当医が変わることが
ないので安心です。

必要に応じて、
適切な専門医を紹介して
もらえます。（紹介）

専門治療を受けた後
（症状安定後）、かかりつけ医
が引き継ぎ、継続的に治療して
もらえます。（逆紹介）

地域で流行している
病気の情報がいち早く入るので、
適切な対応をしてもらえます。

2
3

4

5

総合受付

毎日の健康
身近な安心
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緊急時はすぐに
119番で救急車を
呼びましょう!
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か
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も
し
、
詳
し
い
検
査
、
入
院
や
手

術
が
必
要
な
場
合
は
、
よ
り
専
門
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な
治
療
が
受
け
ら
れ
る
病
院
を
紹
介

し
て
く
れ
ま
す
。
そ
の
と
き
に
、
こ

れ
ま
で
の
病
気
の
経
過
な
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の
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報

（
診
療
情
報
）を
紹
介
状
と
し
て
用
意

し
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く
れ
る
の
で
、
紹
介
先
の
病
院

は
す
ぐ
に
適
切
な
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療
が
始
め
ら
れ

る
の
で
す
。
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密
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術
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る
よ
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門
的
な
治

療
を
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い
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一
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も
早
く
か
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つ

け
医
に
戻
す
役
割
を
担
い
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す
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生
会
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口
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合
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行
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て
い
ま
す
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専
門
的
な
治
療
を
行
う
病
院
に
、

軽
症
患
者
が
集
中
す
る
と
、
待
ち
時

間
が
増
え
る
一
方
で
、
一
人
の
診
察

に
か
け
ら
れ
る
時
間
が
制
限
さ
れ
る

ば
か
り
で
な
く
、
急
病
や
大
け
が
な

ど
の「
重
症
」、
命
に
関
わ
る「
重
篤
」

患
者
へ
の
治
療
が
、
手
遅
れ
に
な
る

事
態
が
起
こ
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　「
も
し
自
分
が
重
症
・
重
篤
な
状

態
に
な
っ
た
ら…
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わ
が
身
に
置
き
換
え
て
考
え
て
い

た
だ
く
と
、
地
域
の
医
療
機
関
が
役

割
を
分
担
し
、
症
状
に
応
じ
た
最
適

な
治
療
が
で
き
る
よ
う
支
え
あ
う
仕

組
み
が
、
自
分
や
家
族
、
他
の
か
た

に
と
っ
て
も
大
切
で
あ
る
こ
と
を
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

お近くの診療所など
（かかりつけ医）

紹介

日常的な診察

専門的な治療や
精密な検査

地域医療支援病院

か
か
り
つ
け
医
と
は

地
域
医
療
支
援
病
院
と
は

皆
さ
ん
の
健
康
へ
の
不
安
を
少
し
で
も
早
く
解
消
で
き
る
よ
う
、
地
域
の
医
療
機
関

が
、
ど
の
よ
う
に
連
携
し
て
、
健
康
・
安
心
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
の
か
を
、
医
療

セ
ン
タ
ー
の「
地
域
医
療
支
援
病
院
」移
行
の
情
報
と
と
も
に
特
集
し
ま
す
。
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日
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〜
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特　集

まずは
かかりつけ医

医療センターを受診するかたへ

「紹介状」をお持ちください
　紹介状は、これまでの病気やけがの治療経過、検査画像、飲んでいる薬など、かかりつ
け医がお持ちの診療情報が分かる、とても大切なものです。
　紹介状があれば、問診、お薬チェックなどの時間が短くなり、放射線を使った画像検査
も減らせるので、時間、費用、体への負担が大きく減ります。治療も速やかに始められます。

選定療養費のご案内
　地域医療支援病院への移行に伴い、公的医療保険負担がある初診料・再診料のほかに、国の規定により、
保険対象外の診療として初診時・再診時選定療養費の負担が必要になります。

当センターが紹介を申し出た医療機関の受診を
希望せず引き続き当センターを受診する場合

　急な病気やけがのとき、かかりつけ医の診療が終わっていることもあります。そんなときは、＃７１１９（埼玉
県救急電話相談）をご利用ください。子どもの相談、大人の相談、医療機関案内の３つの区分について、家
庭での対処方法や医療機関受診の必要性などを、看護師が24時間365日、相談を受けています。

■初診時選定療養費
かかりつけ医などの紹介がなく受診する場合
※小児科、産婦人科を除く

区分 初診時 再診時

医科

歯科

5,400円

3,240円

2,700円

1,620円■再診時選定療養費

紹介状

お医者さんに行くべきか迷ったら、まず相談 !!
埼玉県の
救急電話相談

ダイヤル回線・IP 電話・PHS・都県境の地域でのご利用は　☎048-824-4199

このような相談はお受けできません

24時間
相談対応
年中無休# 7 1 1 9

× 医薬品の使用方法などの相談

× 健康相談 × 介護相談 × 育児相談 × 身の上相談

× 病気の治療方針の相談

＃7119 問い合わせ　埼玉県保健医療部 医療整備課　TEL：048-830-3559  FAX:048-830-4802

問い合わせ　川口市立医療センター　A048-287-2525

保存版

※次の場合は、当センターを受診中、または受診歴があっても紹介状をお持ちください。
•新たな病気やけが
•治療が終わった同じ病気やけがの新たな受診
•当センターからかかりつけ医などへ紹介した継続治療・経過観察中の受診

※平成30年4月1日から
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